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昨
年
、
六
月
二
十
九
日
の
日
本
道

徳
教
育
学
会
を
皮
切
り
に
、
八
月
二

十
五
日
に
は
日
本
感
性
教
育
学
会
、

十
月
二
十
六
日
に
は
日
本
仏
教
教
育

学
会
、
十
一
月
十
日
に
は
再
び
日
本
道

徳
教
育
学
会
で
、
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
に
基
づ
く「
感
知
融
合
」の
新
た
な

道
徳
教
育
学
の
樹
立
を
め
ざ
す
研
究

発
表
を
し
ま
し
た
。『
日
本
仏
教
教
育

学
研
究
』
は
昨
年
三
月
、
特
集「
道
徳

教
育
と
仏
教
教
育
」を
組
み
、
私
も
寄

稿
し
ま
し
た
。
現
在
、
日
本
感
性
教

育
学
会
と
日
本
仏
教
教
育
学
会
の
理

事
、
常
任
理
事
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
四
月
か
ら
麗
澤
大
学
大
学
院
学

校
教
育
研
究
科
道
徳
教
育
専
攻
で
、「
臨

床
教
育
と
道
徳
教
育
」「
学
校
教
育
と
道

徳
教
育
」と
い
う
科
目
を
担
当
し
、
私

の
専
門
分
野
で
あ
る
臨
床
教
育
学
に
加

え
て
、
脳
科
学
、
道
徳
心
理
学
、
感
情

心
理
学
、
認
知
心
理
学
、
進
化
心
理
学
、

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
学
、
感
性
教
育

学
等
の
多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
か
ら

「
新
た
な
道
徳
教
育
学
の
樹
立
」に
向
け

て
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

明
星
大
学
と
玉
川
大
学
の
大
学
院
で

長
年
教
え
て
き
た
臨
床
教
育
学
は
、
問

題
児
の
問
題
行
動
を「
例
外
的
」と
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
そ
の「
問
題
」が
普
遍

的
に
提
示
し
て
い
る
教
育
の
本
質
的
な
課

題
は
何
か
、
教
師
や
親
な
ど
の
教
育
者
自

身
の
本
質
的
な
課
題
は
何
か
を
根
本
的

に
問
い
直
す
学
問
で
す
。

道
徳
の
教
科
化
は
大

津
の
い
じ
め
自
殺
事
件

を
契
機
に
実
現
し
ま
し

た
が
、
い
じ
め
が
悪
い

こ
と
だ
と
頭
で
理
解
で

き
て
も
、
道
徳
的
心
情

（
情
動
的
共
感
）
を
育
ま
な

け
れ
ば
、
い
じ
め
は
な

く
な
り
ま
せ
ん
。

新に
い

美み

南な
ん

吉き
ち

の「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の
授

業
で
、
小
学
生
で「
ゴ
ン
、
お
前
だ
っ

た
の
か
」と
い
う
兵
十
の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
の
セ
リ
フ
を
兵
十
の
気
持
ち
に

な
っ
て
言
え
る
子
は
全
く
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
兵
十
の
気
持
ち
は
誰
も
が
説

明
で
き
ま
し
た
。「
認
知
的
共
感
」を
育

む
心
情
理
解
に
偏
り
、「
情
動
的
共
感
」

が
育
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

従
来
の
道
徳
教
育
の「
深
刻
な
あ
や

ま
り
」は
、
象
使
い（
思
考
、
認
知
）を
象

（
直
観
、
情
動
、
感
情
）
か
ら
降
ろ
し
て
、

モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
に
基
づ
く

新
た
な
道
徳
教
育
学
の
樹
立
を
め
ざ
し
て

―
―
道
徳
的
感
情
を
育
む「
感
知
融
合
」の
道
徳
教
育

研究の
現場から
道徳科学研究センターの

研究動向

道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
歴
史
研
究
室 

教
授

麗
澤
大
学
大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
特
任
教
授

髙た
か

橋は
し 

史し

朗ろ
う

『ごんぎつね』
新美南吉 作／いもとようこ 絵
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象
使
い
だ
け
で
問
題
解
決
で
き
る
よ
う

に
訓
練
し
よ
う
と
し
て
き
た
点
に
あ

る
、
と
指
摘
し
た
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ハ
イ

ト
の
鋭
い
問
題
提
起
は
核
心
を
つ
い
て

お
り
、
日
本
の
道
徳
教
育
に
も
当
て
は

ま
り
ま
す
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
や
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ト
・
ヒ
ュ
ー
ム
も
道
徳
的
感
情

が
道
徳
的
行
為
へ
と
駆
り
立
て
る
と
主

張
し
ま
し
た
。

人
間
は
感
情
的
共
感
と
認
知
的
共

感
に
基
づ
い
て
社
会
的
行
動
を
行
い

ま
す
の
で
、
道
徳
性
の「
主
人
」（
ハ
イ

ト
の
言
う「
象
」）
で
あ
る
道
徳
的
感
情
・

直
観
に
働
き
か
け
、「
情
動
的
共
感
」と

「
認
知
的
共
感
」を
共
に
育
む「
感
知
融

合
」の
道
徳
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

ち
な
み
に
、廣
池
千
九
郎
博
士
は「
人

類
進
歩
の
原
因
は
心
的
感
動
で
あ
る
。

（
中
略
）
人
を
神
の
よ
う
に
し
、
且
つ
動

物
と
は
異
な
る
も
の
に
す
る
も
の
は
、

人
間
の
持
つ
理
想
に
対
す
る
感
動
の
能

力
で
あ
っ
て
、
理
性
的
な
心
で
は
な
い
」

（
新
版『
道
徳
科
学
の
論
文
』②
三
〇
二
〜
三
〇

三
頁
）と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
道
徳
的
感
情
に
関
す
る
近

年
の
研
究
調
査
を
踏
ま
え
て
、
道
徳
的

感
情
の
教
育
に
お
け
る「
感
謝
」の
意

義
・
役
割
を
見
直
す
感
情
心
理
学
や
道

徳
心
理
学
の
研
究
を
さ
ら
に
深
め
る
と

と
も
に
、
平
成
十
七
年
に
立
ち
上
げ
た

「
感
性
・
脳
科
学
教
育
研
究
会
」
で
研

究
を
積
み
重
ね
て
き
た
、「
感
性
」を
脳

科
学
に
基
づ
い
て
育
む
と
い
う
観
点
を

道
徳
教
育
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
る

べ
き
か
、
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。

平
成
八
年
に
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
か

ら
拙
著『
感
性
を
活
か
す
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
教
育
』を
出
版
し
ま
し
た
が
、

私
が
長
年
研
究
し
て
き
た「
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
教
育
」の
視
点
か
ら
も
道
徳

教
育
の
あ
り
方
を
見
直
す
研
究
も
進
め

て
い
ま
す
。

「
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」と
い
う
言
葉
は

「
ホ
ー
リ
ズ
ム
」の
形
容
詞
形
で
、
そ
の

意
味
す
る
内
容
は
元
来
東
洋
に
根
付
い

て
い
た
包
括
的
な
考
え
方
に
近
い
も
の

と
い
え
ま
す
。
中
国
の
古
典『
中
庸
』の

「
天
地
の
化
育
に
賛
ず
る
」
と
い
う
思

想
、
廣
池
博
士
の「
天
功
を
助
く
」の
思

想
に
も
通
じ
ま
す
。

「
考
え
議
論
す
る
道
徳
」の
前
に
、「
感

じ
る
」道
徳
教
育
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
こ
う
し
た
視
点
を
盛
り
込
ん
だ

「
感
知
融
合
」
の
道
徳
教
育
の
具
体
的

実
践「
道
徳
性
の
芽
生
え
を
育
む
幼

児
・
家
庭
教
育
と
の
連
携
」に
関
す
る

共
同
研
究
を
麗
澤
大
学
院
生
と
進
め
、

来
年
の
道
徳
教
育
学
会
で
発
表
す
る
予

定
で
す
。

こ
う
し
た
最
新
の
研
究
成
果
を
、
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
ク
ラ
ブ
交
流
会
で

も
報
告
し
ま
し
た
が
、
木き

の

下し
た

城じ
ょ
う

康こ
う

研

究
員
な
ら
び
に
家
庭
教
育
課
と
共
同

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
モ
ラ
ロ

ジ
ー
団
体
の
四
十
の
子
育
て
サ
ー
ク

ル
活
動
の
総
括
を
踏
ま
え
た
今
後
の

家
庭
教
育
支
援
活
動
へ
の
提
言
と
し

て
、
全
国
の
女
性
ク
ラ
ブ
に
問
題
提

起
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
モ
ン
モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
の

「
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
に
基
づ
く
新
た

な
道
徳
教
育
学
」の
樹
立
に
向
け
た
論

文
は
、『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』『
感
性
教
育

学
研
究
』『
日
本
仏
教
教
育
学
研
究
』の

次
号
に
掲
載
予
定
で
、
古
稀
を
迎
え
る

来
年
度
中
に
三
つ
の
教
育
学
会
で
発
表

し
た
研
究
成
果
を
集
大
成
し
て
世
に
問

う
つ
も
り
で
す
。
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